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平
成
六
年
三
月

二
五
〇

近
代
日
蓮
宗

の
海
外
留
学
に

つ
い
て
の

一
考
察

安

中

尚

史

明
治
維
新
期
の
仏
教
徒
に
よ
る
海
外
渡
航
と

い
え
ば
、
政
府
の
海
外

使
節
団
に
同
行
し
た
浄
土
真
宗
西
本
願
寺
派
の
視
察

団
が

著
名

で
あ

り
、
ま
た
視
察
地
か
ら
島
地
黙
雷
が

「
三
条
教
則
」
に
よ
る
国
民
教
化

に
反
対
し
て
建
白
書
を
提
出
し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

明
治
維
新
政
府
は
、
新
国
家
を
形
成
す
る
た
め
の
集
権
体
制
確
立
に

は
、
天
皇
制
に
よ
る
統

一
と
共
に
、
近
代
化
と
い
う
西
欧
化
を
推
進
す

る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
、
欧
米
先
進
諸
国
の
諸
制
度

・
文
物
の

調
査
と
、
幕
末
に
締
結
さ
れ
た
不
平
等
条
約
の
改
正
を
目
的
と
し
た
西

欧
諸
国

へ
の
大
規
模
な
使
節
団
、
い
わ
ゆ
る
岩
倉
使
節
団
を
組
織
し
、

明
治
四
年

十

一
月
か
ら

一
年
十
ヵ
月
を
つ
い
や
し
十
二
力
国
を
歴
訪
し

た
。
そ
し
て
こ
の
使
節
団
に
政
府
の
官
僚
と
と
も
に
海
外
の
宗
教
事
情

の
視
察
団
が
組
織
さ
れ
、
同
時
に
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
に
留
学
生
を
派

遣
し
た
。

こ
れ
に
対
し
日
蓮
宗
僧
侶
の
海
外

へ
の
留
学
は
、
明
治
十
九
年

に
日

蓮
宗
初
代
管
長
で
、
日
蓮
宗

の
近
代
化
の
担

い
手
と
な

っ
た
新
居
日
薩

の
弟
子
で
、
上
海
に
留
学
し
英
語
を
学
び
、

後
に
ア
メ
リ
カ

へ
渡

っ
た

(
1
)

松
木
文
恭
と

い
う
人
物
が
は
じ
め
で
あ

っ
た
。

こ
の
こ
ろ
、
新
居
日
薩
は
教
導
職
制
度
の
廃
止
に
と
も
な
い
、
宗
門

内
の
教
育
改
革
を
行
い
、
日
蓮
宗
大
教
院
に
英
語
、
数
学
、
物
理
な
ど

と
い

っ
た
普
通
学
科
を
含
む
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
設
け
、
教
育
の
充
実
を

は
か

っ
た
。
ま
た
自
分
の
弟
子
を
日
蓮
宗
の
教
育
機機
関
だ
け

で
は
な

く
、
福
沢
諭
吉
の
慶
応
義
塾
に
も
学
ば
せ
て

い
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う

な
時
代
の
流
れ
に
即
応
し
た
教
育
の
重
要
性

を

認
識

し
た
新
居
日
薩

は
、
西
洋
の
学
問
な
ら
び
に
語
学
を
自
分
の
弟
子
に
身
に
つ
け
さ
そ
う

と
い
う
目
的
で
、
松
木
文
恭
を
海
外

へ
留
学

さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
日
蓮
宗
か
ら
の
正
式
な
海
外
留
学
生
と
し
て
は
、
明
治
三
十

四
年
に
ア
メ
リ
カ
、

コ
ネ
チ
カ

ッ
ト
州
の

エ
ー
ル
大
学

へ
留
学
を
は
た

し
た
柴
田

一
能
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
柴
田

一
能
と
い
う
人
物
は
明
治
六
年
、
丹
後
の
国
、
宮
津
で
生

ま
れ
幼
く
し
て
宮
津
経
王
寺
の
堀
日
温
に
弟

子
入
り
し
、
後
に
八
王
子
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近
代
日
蓮
宗

の
海
外
留
学

に

つ
い
て
の

一
考
察

(安

中
)

二
五

一

本
立
寺
及
川
真
能
に
仕
え
た
ゆ
そ
し
て
福
沢
諭
吉
に
師
事
し
慶
応
義
塾

に
学
び
、
在
学
中
に
東
京
の
仏
教
青
年
会
の
一
員
と
し
て
、
ま
た
三
田

仏
教
会

で
は
幹
事
を
つ
と
め
た
。
卒
業
後
は
山
口
高
等
学
校
の
教
授
と

し
て
招
か
れ
よ
う
と
し
て
い
た
が
、

エ
ー
ル
大
学
に
留
学
し
帰
国
後
は

日
蓮
宗

大
学
林
設
立
委
員
会
の
秘
書
役
と
し
て
活
躍
し
、
文
部
省

へ
の

申
請
書
類
を
慶
応
義
塾
の
協
力
を
得
て
そ
の
中
心
と

な

っ
て
作
成

し

た
。
設
立
後
は
日
蓮
宗
大
学
林
中
等
科
教
頭
に
就
任
し
、
そ
の
後
慶
応

義
塾
大
学
教
授
、
日
蓮
宗
宗
会
議
員
、
日
蓮
宗
宗
務
総
監
の
要
職
を
歴

任
し
、

ま
た
汎
太
平
洋
仏
教
青
年
会
会
長
と
し
て

ハ
ワ
イ
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
に
赴
き
海
外
布
教
に
尽
力
し
た
。
こ
の
間
、
昭
和
十
二
年
新
宿

成
子
常
円
寺
に
晋
山
し
、
昭
和

二
十
六
年
遷
化
し
た
。

二

柴
田
が
海
外

へ
留
学
す
る
き

っ
か
け
と
な

っ
た
要
因
の
ひ
と
つ
に
、

慶
応
義
塾
に
就
学
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
慶
応
義
塾
と
い
え

ぽ
当
時

の
私
立
学
校
の
中
で
も
特
別
な
存
在
で
あ
り
明
治
維
新
期
に
政

府
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
福
沢
諭
吉
が
幕
末
に
蘭
学
塾
と
し
て
設
立

し
た
教
育
機
関
で
あ
る
。
そ

の
後
、
他
の
私
立
学
校
に
先
駆
け
て
大
学

部
を
設
置

し
大
学
の
名
称
を
使
用
し
、
ま
た
明
治
三
十
二
年
、
私
立
学

校
と
し
て
は
じ
め
て
海
外

へ
学
生
を
留
学
さ
せ
て
い
た
。
そ
し
て
慶
応

義
塾
の
留
学
生
田
中

一
貞
と

一
緒
に
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、

エ

ー
ル
大
学

に
留
学
し
た
こ
と
か
ら
も
、
当
時
の
柴
田

一
能
を
取
り
巻
く

環
境
が
留
学
を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
経
済
的
な
面
か
ら
当
時
の
海
外
留
学
を
み
る
と
、
け
し
て
容
易

な
こ
と
で
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

エ
ー
ル
大
学
近
く
の
当
時
の

一

週
間
部
屋
代
が
最
低
で
も

一
ド
ル
五
十
セ
ン
ト
、
食
費
が
同
じ
く

一
週

間
で
三
ド
ル
五
十
セ
ン
ト
、
当
時

の

一
ド
ル
は
日
本

円

で
お

よ
そ

二

円
、
生
活
す
る
だ
け
で
も

一
週
間
で
五
ド
ル
、
お
よ
そ
十
円
を
必
要
と

(
2
)

し
て
い
た
。
ち
な
み
に
明
治
三
十
二
年

の
文
部
省
留
学
生
に
は

一
ヵ
年

(
3
)

一
、
八
〇
〇
円
以
内
と
い
う
規
定
が
あ
り
、

ま
た
柴
田

一
能
と
と
も
に

エ
ー
ル
大
学
に
留
学
し
た
田
中

一
貞
は
十
七

ヵ
月
で

一
、
五
〇
〇
円
を

慶
応
義
塾
か
ら
支
給
さ
れ
、
こ
の
ほ
か
ア
メ
リ
カ
ま
で
の
往
復
の
交
通

(
4
)

費
が
約
九
〇
〇
円
ほ
ど
必
要
で
あ

っ
た
。

柴
田
の
海
外
留
学
は
当
初
、
日
蓮
宗
の
正
式
な
留
学
生
で
は
な
く
、

慶
応
義
塾
を
卒
業
し
た
日
蓮
宗
僧
侶
が
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
す
る
と
い
う

こ
と
が
、
当
時
の
日
蓮
宗
の
機
関
誌
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た

『
日

宗
新
報
』
(七
七
〇
号
)
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ

の
後
の

『
日

宗
新
報
』
(七
七
三
号
)
で
は
、
日
蓮
宗
の
正
式
な
留
学
生
と

し
て
派
遣

が
決
ま

っ
た
こ
と
が
記
事
の

一
部
と
し
て
書
か
れ
て
る
。
ま
た
、
同
号

に

「
告
示
」
と
し
て

「北
米
合
衆
国

工
ー
ル
大
学

へ
留
学
を
命
ず
慶
応

義
塾
文
学
士
准
講
師
柴
田

一
能
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

柴
田

一
能

の
日
蓮
宗
か
ら
の
海
外
留
学
が

正
式
に
決
ま

っ
て
か
ら
は

日
蓮
宗
青
年
同
志
会
や
、
日
蓮
宗
大
檀
林
雄
志
ら
に
よ
る
送
別
会
が
開

か
れ
、
ま
た

「柴
田

一
能
師
告
別
演
説
会
」
が
開
か
れ
、
日
蓮
宗
管
長
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近
代

日
蓮
宗

の
海
外
留
学

に

つ
い
て
の

一
考
察

(安

中
)

二
五
二

(
5
)

か
ら
法
華

経
と
折
五
条
が
贈
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
日
蓮
宗
の
期
待

を
担
つ
て
の
海
外
留
学
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
経
済
的

な
面
で
の
援
助
が
果
し
て
日
蓮
宗
か
ら
あ

っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明

で
あ
る
が
、
日
蓮
宗
か
ら
の
正
式
な
留
学
生
と
し
て
派
遣
が
告
示
さ
れ

て
い
る
以
上
、
そ
の
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

三

柴
田
が
日
本
を
出
発
し
た
の
は
明
治
三
十
四
年
五
月
二
十
八
日
の
こ

と
で
あ
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
向
か

っ
て
横
浜
を
船
で
発

っ
た
。

同
行
老

は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
慶
応
義
塾
か
ら
正
式
な
留
学
生
と

し
て
派
遣
さ
れ
た
田
中

一
貞
と
、
曹
洞
宗
か
ら
の
留
学
生
山
崎
快
英
で

あ
り
、
三
人
と
も

エ
ー
ル
大
学
に
留
学
を
し
た
。

柴
田
ら

一
行
は
六
月
十

一
日
、
ビ
ク
ト
リ
ア
港

へ
到
着
し
、

ア
メ
リ

カ
大
陸

へ
の
上
陸
を
果
た
し
た
。
そ
の
後
、
シ
ア
ト
ル
か
ら
鉄
道
で
大

陸
を
横
断
し
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
十
六
日
か
ら
二
十

二
日
ま

で
滞
在

し
、
同
日

工
ー
ル
大
学
の
あ
る

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州

ニ
ュ
ー
ヘ
ブ

ン
へ
到

着
し
た
。
横
浜
を
出
港
し
て
お
よ
そ

一
ヵ
月
後
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ

し
て
そ

の
足
で

エ
ー
ル
大
学
に
お
も
む
き
、
先
に
留
学
を
果
た
し
て
い

た
慶
応
義
塾
の
普
通
科
時
代
の
同
級
生
、
松
本
宗
吾
の
案
内
で
入
学
手

(
6

)

続
き
を
し
、

ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
の

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

大
学
で
は
、
主
任
教
授
の
ラ
ッ
ド
博
士
に
師
事
し
哲
学

・
倫
理
学

・

宗
教
学

の
研
究
を
す
す
め
、
ま
た
研
究
の
か
た
わ
ら
明
治
三
十
五
年
四

月
八
日
に
、
釈
尊
降
誕
会
を
慶
応
義
塾
か
ら

の
留
学
生
、
田
中

一
貞
、

前
京
都
妙
心
寺
学
林
教
頭
宝
山
良
雄

・
曹
洞
宗
の
山
崎
快
英
な
ど
と
共

に
行

っ
た
。
ま
た
同
年
四
月
二
十
五
日
に
は
日
蓮
聖
人
立
教
開
宗
六
百

五
十
年
を
記
念
し
て
、
記
念
講
演
会
を
柴
田

一
能
が
中
心
と
な

っ
て
開

催
し
た
。
こ
の
講
演
会
に
は
残
念
な
が
ら
外
国
人
の
参
加
は
見
ら
れ
な

か

っ
た
が
、
宗
教
関
係
以
外
の
留
学
生
の
参

加
が
あ

っ
た
。
こ
の
講
演

会
で
柴
田

一
能
は
英
語

に
よ
る

「宗
祖
伝
」
を
、
ま
た
他
宗
派
の
宝
山

良
雄
は

「宗
教
的
生
活
と
は
何
ぞ

や
」、
山
崎
快
英
は

「
開
宗
記
念
会

　
　
　

に
際
し
て
所
信
を
の
ぶ
」
と
い
う
題
名
で
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
行

っ
た
。

ち
な
み
に
当
時
の
エ
ー
ル
大
学
の
日
本
か
ら

の
留
学
生
は
二
十
三
名
確

認
で
き
、
そ
の
内
訳
は
経
済
学
科
十

一
名
、
哲
学
科
六
名
、
法
学
科
二

名
、
森
林
学
科

一
名
、
鉱
山
学
科

一
名
、
英
文
学
科

一
名
、
普
通
学
科

一
名
で
あ

っ
た
。

そ
の
後
、
柴
田
は
明
治
三
十
五
年
六
月
に

エ
ー
ル
大
学
か
ら

マ
ス
タ

ー

・
オ
ヴ

・
ア
ー
ツ
の
学
位
を
う
け
、

そ

の

こ
と

は

『
日
宗
新
報
』

(八
二
〇
・
八
二
二
号
)
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

て

い
る
。
こ
の
学
位
論
文

は

「
カ
ン
ト
学
及
び
実
在
論
管
見
」
と
い
う
題
名
で
、
六
月
二
十
日
に

学
位
を
授
与
さ
れ
た
。
渡
米
後
、
わ
ず
か

一
年

で

の
学
位
授
与

で
あ

り
、
柴
田
の
学
力
と
努
力
が
伺
え
ら
れ
る
。

ま
た
翌
三
十
六
年

一
月
二
十
七
日
に
は

エ
ー
ル
大
学
哲
学
会
に
お
い

て
日
本
人
留
学
生
に
よ
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
柴
田

一
能

「
日
宗
教

義
の

一
班
」
、
山
崎
快
英

「
禅
宗
と
は
何
ぞ
や
」、
宝
山
良
雄

「
仏
教
汎
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近
代

日
蓮
宗

の
海
外
留

学

に
つ
い
て
の

一
考
察

(安

中
)

二
五
三

論
」
と

い
う
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
に
関
係
す
る
発
表
を
行

っ
た
。

ま
た
キ
リ

ス
ト
教
の
立
場
か
ら
村
田
勤
が

「
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
よ
り

真
宗
を
論
ず
」
と
い
っ
た
講
演
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
講
演

会
に
は
教
員
を
は
じ
め
学
生
や

一
般
の
聴
衆
も
あ

つ
ま
り
、
か
な
り
の

規
模
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
日
本
仏
教
関
係
の
講
演
会
は

エ
ー
ル

大
学
が
開
校
さ
れ
て
か
ら
今
ま
で
に
開
か
れ
た
こ
と
は
な
く
、
日
本
か

　
　
　

ら
の
仏
教
研
究
者
の
活
躍
の
ほ
ど
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
同
年
六
月
三

十
日
に
ア
メ
リ
カ
を
出
国
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
を
視
察
し
な
が
ら
、

ニ
ヵ
月
半
後
の
九
月
十
五
日
に
神
戸
港
に
帰
国
し
、
足
掛
け
三
年
に
わ

　
り
　

た
る
海
外
留
学
は
無
事
お
わ

っ
た
。

四

こ
¢
よ
う
に
始
漣
て
日
蓮
宗
の
正
式
な
海
外
留
学
生
と
し
て
派
遣
さ

れ
た
柴

田

一
能
の
留
学
の
経
過
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
こ
こ
で
い
ま

一
度
、
留
学

の
経
緯
を
み
る
な
ら
ば
当
時
の
日
蓮
宗
の
教
育
に
関
す
る

状
況
が

大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

当
時
、

明
治
三
十
五
年
は
日
蓮
が
立
教
開
宗
を
し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど

六
百
五
十
年

に
あ
た
り
、
そ
れ
を
き

っ
か
け
と
し
て
日
蓮
宗
内
で
は
様

々
な
改
革
案
が
持
ち
出
さ
れ
、
具
体
的
に
は
日
蓮
宗
宗
会
の
開
催
や
、

教
育
制
度
問
題
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
た
。
特
に
教
育
問
題
に
関
し

て
は
、
日
蓮
宗
青
年
同
志
会
が
改
正
教
育
案
を
発
表
し
、
第

一
回
日
蓮

(01
)

宗
宗
会

に
提
出
し
、
教
育
問
題
の
重
要
性
を
宗
門
内

へ
な
げ
か
け
た
。

そ
の
影
響
も
あ

っ
て
、
宗
門
内
で
教
育
に
関
す
る
重
要
性
の
認
識
を
自

覚
し
た
結
果
、
教
育
機
関
の
統

一
、
日
蓮
宗
大
学
林
の
設
立
、
と
い

っ

た
こ
と

へ
進
展
し
て
い

っ
た
。
そ
し
て
日
蓮
宗
の
教
育

の
充
実
を
は
か

る

一
手
段
と
し
て
の
海
外
留
学

へ
の
派
遣
で
は
な
か

っ
た
か
と
考
え
ら

れ
る
。
今
後
、
柴
田

一
能
の
帰
国
後
の
活
動
な
ら
び
に
柴
田

一
能

に
つ

づ
く
海
外
留
学
生
を
調
査
、
検
討
を
す
す
め
、
当
時
の
日
蓮
宗
の
教
育

問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
近
代
日
蓮
宗
の
動
向
を
明

確
に
す
る
手
が
か
り
に
し
た
い
。

1

『
日
蓮
宗
教

報
』
三
五

・
二
〇
八
号

2

『
日
宗
新

報
』
七
九
九
号

3

明
治

三
二
年

五
月

一
七
日
勅
令

第
二
〇
二
号

4

『
慶
応
義
塾

大
学
百
年
史
』

一

一
四
二
頁

5

『
日
宗
新
報
』

七
七
八
号

6

『
日
宗
新
報

』
七
八
四

・
七
八
八

・
七
八
九
号

7

『
日
宗
新
報

』
八

一
四

№
八

一
五
号

8

『
日
宗
新
報

』
八
四
五
号

9

『
日
宗
新
報

』
八
五
九
号

10

『
日
宗
新
報

』
七
七
〇
号

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉
柴

田

一
能
、

エ
ー

ル
大
学
、
海
外
留
学

(
立
正
大
学

大
学
院
修
了
)
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